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＜連絡事項＞
· 庶務室より連絡～

①１１月２１日より病棟全体の水量を調整し、以前より出水量を少なくしたそうです。場所によって出水量が少なくて、業務などに支障が出る事も予想されますので、不便が有る場合は庶務室まで連絡して下さい。病棟内でも節水を心掛けていきましょう。

②以前千葉ＣＥＯの巡回指導時の指摘事項に、掲示用ボード、ホワイトボードの設置の指摘がありましたが発注希望の病棟がありましたら庶務まで発注をお願いします。

→西病棟ではＡユニットのミーティング室に、アルコール依存症治療プログラム用のホワイトボードを１枚、またＡユニットに掲示用ボードを１枚の計２枚を発注してはどうかと話し合っています。

・当病院の精神科救急医療記録票を、保健所提出の書類の関係もあり書式の見直しを行っていましたが、執行管理での決裁がおりましたので次回の救急当番より、新書式での使用を始めるとの事です。新書式に関しては庶務に印刷指示してありますので、救急当番日に患者相談があったケースに使用していくようにしましょう。もし記載内容に関して不明な点がありましたら、佐藤ＡＯＭまで問い合わせてくださいとの事です。

・クリスマス会の決裁が降りた為、各病棟に企画書を配布しますので周知確認お願いします。またサポートスタッフと担当スタッフにてミーティングを行うとの事ですので、該当スタッフは勤務調整の上出席をお願いします。日程とサポートスタッフは以下の通りです。

○日時　１１月２４日（金）１５：３０～

○場所　病院４Ｆユーティリティー

○ミーティング内容：クリスマス会の流れについて　サポートスタッフの作業内容確認

○西病棟サポートスタッフ　平間　茉莉、半澤　麻由美、水上　由佳子

○各担当スタッフ、サポートスタッフは残り１ヶ月弱ですが、自由な発想とアドリブの利いた内容となるように、スタッフを含めて患者様が「楽しめる」会にしていきましょう。

・１２月２８日に「餅つき大会」を実施する予定ですが餅をつく際、杵を打つ方と餅をこねる方を患者様から募るとの事ですので、参加希望の患者様を病棟スタッフが確認し、担当スタッフの藤原Ｎｓまで報告して下さい。

· 本日の小坂Ｄｒの勉強会ですが、祝日ですが時間・場所の変更はなく行いますので、対象スタッフは参加するようにしてください。

＜患者様連絡事項＞

・庭田　智樹様～主治医に確認し１１月２４日主治医面談後に退院となります。14時に母様が来院する予定ですので来院されたら（母様より内容について話しませんが下平ＰＳＷと話がしたいと話されています）下平ＰＳＷに連絡をお願いします。主治医診察では本人の状況をみてカウンセリングの導入について確認をお願いします。退院時処方１６日分と残薬・シアナマイドはＡユニット冷蔵庫の中に入っていますので忘れずに持たせて下さい。　

・古川　文博様～　①家族の方から、本人がコレクトコールで自宅に何度も電話をされているとの事で、どうにかしていただけないかとの問い合わせがありました。その要因として現在買い物カードの残金が数百円しか無いとの事で小遣い銭の値上げを要求されて家族に何度も電話をされているとの事です。本人には金銭管理について理解して頂き、計画的な小遣い銭の使い方を説明していきましょう。

②１１月２５日の９：３０から１７時まで外出希望が出ています。目的は美容院での髪染めと買い物です。ご家族は了解されており２４日主治医へ確認します。出棟前に再度外出の目的を確認し、帰院後も外出状況について確認を行いましょう。

・山本　國太郎様～①１１月２６日に退院予定となっていますが、医事の栄田さんがご家族へ退院時清算金額として２６万円程準備していただきたい旨の連絡をしたとの事です。しかし家族の要望として１２月１５日に山本様の年金が入るので、それで退院時清算したいとの事でしたが「当院では退院時清算が原則」であるとの事を伝えています。家族間（弟夫婦）で再検討し、家族より１１月２４日に家族より連絡がくる予定となっています。

　　　　　　　　　②今月の血液検査の結果がきたら（２４日の夕方の予定）検査伝票と一緒に紹介状（Ｄｒファイルに入っています）を安ヶ平Ｄｒに提出し検査結果を記入して頂いて下さい。紹介状はコピーし退院時、原本を本人へ渡してください。

・蛯名　勝幸様～　　右奥歯の疼痛を訴えており、歯科受診の希望が出ています。家族へ連絡したところ了解を得ていますので、歯科の予約をお願いします。

・島川　貴仁様～　　退院時の入院費支払いについて当初奥様の要望で１１月２４日と話されていましたが、当院は退院時清算が原則であるとの事を説明したところ、２５日の退院時に清算されるとの事です。またその際に必要な本人の保険証ですが確認したところ、本人自ら持っていたとの事で医事に連絡しています。

・木村　義重様～　シンラック液が本日で無くなるため、１本処方となっています。継続して排便状況・腹部状態の観察を行っていきましょう。

・晴山　長司様～　シンラック液が本日で無くなるため、１本処方となっています。継続して排便状況・腹部状態の観察を行っていきましょう。

・伊藤　義彦様～　継続して腰背部痛の訴えがあるため、アスモロール　100ｇ処方となっています。引き続き身体状況の観察を行って行きましょう。

・畑中　　徹様～　風邪症状の方が軽減見られているため、ＰＬ（総合感冒薬）が止めとなっています。症状は軽減されましたが継続して、うがい・手洗いの励行を促していきましょう。

＜作業報告・検討＞

・古川　文博様～　　作業療法導入して一週間ですが、東病棟にいた時はスタッフなどの不満・他者への干渉などが病棟であったとの事ですが、作業現場ではありません。現在「皮細工」のほうを行っていますが、意欲的に取り組まれ、参加拒否もないとの事です。目標として作業遂行能力の維持・向上、気分転換のつもりで作業を行うよう促して行きましょう。

・蛯名　英一様～　　作業療法導入してから一週間です。現在「皮細工」の作業を行っていますが、意欲はあるものの計画性が無く、物事に対して先を急ぐ行動が目立つとの事です。また短期記憶も保てないため、その都度説明しています。作業場面での目標として作業遂行能力の維持・向上、気分転換のつもりで作業を行うよう促して行きましょう。

・畑中　　徹様～　　作業療法導入して二週間程になります。本人の希望で「皮細工」を行っています。こちらから何かしらのアドバイスをしても、受け入れない事あります。しかし作業自体は意欲的に取り組んでおられます。作業場面での目標として作業遂行能力の維持・向上、気分転換のつもりで行うよう促して行きましょう。

・田中　静子様～　　導入前は「退院してから再入院までの期間が短いため、作業室に行くと知っている人がいるから行きたくない」と被害的な発言が聞かれていましたが、導入後は欠席もなく作業に取り組まれています。一時期、以前同じ病棟にいて退院された患者様から、本人を誹謗中傷する内容の手紙を頂いた事で、気分の落ち込みが見られる事もありました。転棟後はこちらで設定した作業内容を理解良く丁寧にこなしています。作業場面での目標として作業遂行能力の維持・向上、気分転換のつもりで行うよう促していきましょう。

＜自己服薬管理者評価・検討＞

・大橋　照子様～　　１１月１４日の朝、セットミスがあります。また１１月１５日の昼食後薬の際、本人服薬自体を忘れておりスタッフ声掛けにて服薬されています。その際は「他者と話をしており忘れていた」と話されています。決まった服薬時間に必ず服用するよう説明しています。

・出河　　攻様～　　１１月１５日にスタッフが服薬の声掛けを行っています。決まった服薬時間に必ず服用するよう説明しています。

・駒木　洋士様～　　１１月２０日にスタッフが服薬の声掛けを行っています。また１１月２２日にはチェックする箇所を他者の所につける事あります。チェック表記載の際も必ず自分の名前を確認するよう説明しています。

＜川端Ｄｒ担当患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・宮本　健蔵様～　　下肢のムズムズ感を訴え、作業療法を途中退席しています。またニヤツキもありますので調子について確認していきましょう。

＜田名部Ｄｒ診察状況＞

・大坪　夏雄様～　　１１月２５日からの外泊を前にして、本人の気持ちとして「今は飲酒する理由となるようなストレスが全くないので、酒というのは意識にも無い感じですね」と話されています。以前からの仕事上に関するストレスの依存がなくなった状況は、それ自体好転していると考えられると主治医より本人へ説明されています。継続して本人から不満などの訴えがある場合は、傾聴し現在本人が考えている気持ちを言語化して引き出せるよう介入していきましょう。

・清水　栄子様～　　先日、夫様への手紙を書かれたと話されています。その内容として結婚してから連続飲酒するまでの、自らの思いのたけを綴ったとの事です。本人は「夫がどのような反応をするか分からないけど」と話されていますが、自分の現在の状況を知らせる第一歩であると主治医から本人へ説明されています。現在の心境としては「比較的すっきりした」と話されています。今後も本人の訴えを傾聴し、以前の体験や辛い事を言語化できた時には評価し、また更なるステップとしていただくよう介入していきましょう。

